
令和２年度第 1 回浜松市障害者施策推進協議会会議録 

１ 開 催 日 時  令和２年６月３０日（火） 午後２時００分から午後３時０９分 

２ 開 催 場 所  浜松市役所 本館８階 第５委員会室 

３ 出 席 状 況  出席委員 新宮尚人会長、岩本重幸職務代理者、兼子周一委員、 

渋谷光広委員、高橋久美子委員、西村百合子委員、 

二橋眞洲男委員、野寄秀明委員、馬淵隆委員 

欠席委員 村松真奈美委員 

事務局  山下健康福祉部長、小田切健康福祉部次長、久保田障害

保健福祉課長、鈴木精神保健福祉担当課長、夏目障害保

健福祉課長補佐、橋本政策調整グループ長、矢崎生活支

援第１グループ長、柴田生活支援第２グループ長、仲井

医療・就労支援グループ長、河合精神保健グループ長、

金原指導グループ長、政策調整グループ（澤田・柳田） 

４ 傍 聴 者  １人（一般０人、報道１人） 

５ 議 事 内 容  １ 開会 

２ 委員の委嘱について 

３ 協議事項 

      第６期浜松市障がい福祉実施計画及び第２期障がい児福祉  

実施計画について 

４ 報告事項等 

新型コロナウイルス対策関連について 

          ５ 閉会 

６ 会議録作成者  障害保健福祉課政策調整グループ 澤田 

７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録、 

録音の有無  有 

公開・非公開の別
■公 開 □部分公開 

□非公開 



８ 会 議 記 録 

１ 開会 

２ 委員の委嘱について 

（１）会長の選出について 

委員の互選により新宮尚人委員を会長とする 

 （２）職務代理者の選出について 

    新宮会長の指名により岩本重幸委員を職務代理者とする 

３ 協議事項 

第６期浜松市障がい福祉実施計画及び第２期浜松市障がい児福祉実施計画に

ついて 

   ■会議資料に基づき事務局が説明 

■質疑応答、意見・感想 

（二橋委員） 

 ３１ページの障がい児サービス利用の困ったことについての回答は「サービス利

用の手続きが大変」が最も多いが、手続きを簡素化することを考えているか。 

（事務局） 

 国の示した手順に基づいている。障がい児の場合、成長の度合いに合わせたサー

ビスを組み立てるために毎年面接等が必要であるため手続きが大変と感じられる

のではないか。 

（二橋委員） 

 「サービスの内容や利用方法がよくわからない」「事業者のサービスの質につい

て困っている」という回答があるが、情報の提供を行っているか。 

（事務局） 

 サービスの内容は計画相談の中で説明がされている。障がい者相談支援センター

でも周知が行われている。サービスの質は、指導監査事業において事業内容を確認

したうえで質の向上について周知をしている。 

（二橋委員） 

 利用の手続きが大変というアンケート結果を反映していく必要がある。 

（事務局） 

 検証していく。 

（高橋委員） 

 ３２ページの将来希望する暮らし方「自宅で家族と暮らしたい」が一番多いが、

親の高齢化など様々な問題がでると予想される。次に多い「ひとり暮らしをしたい」

は支援がないと成り立たないだろう。支援は充実しているか、現在の状況はどうか。

（事務局） 

 自立支援法に基づくサービスや介護等のサービスを利用することにより家族と



暮らしていけるようサービスの充実を図っている。また、ひとりで生活ができるよ

うなシステムづくりを進めている。 

（事務局） 

 ３３ページの所持する手帳別の回答結果をみると、精神障害のある人が特に「家

族で暮らしたい」「ひとり暮らしをしたい」という希望が多い。資料で説明したよ

うに、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを考えていくなかで、地域に支

えられながら希望する形で生活できる仕組みを地域の皆さまと考えていきたいと

思っている。 

（二橋委員） 

 １１ページの国が定める成果目標の「４福祉施設から一般就労への移行」の基本

指針は実現可能な数値か。 

（事務局） 

 計画策定のための調査を昨年実施した。国が示した数値を目標とする計画を策定

し、達成できるよう施策を行っていく。 

（二橋委員） 

 福祉施設から一般就労への移行の過去の実績は。 

（事務局） 

 平成３０年度の実績は１５０人。 

（新宮会長） 

 アンケート調査は国が定めたフォーマットか浜松市独自のものか。他の地域と比

較は可能か。 

（事務局） 

 確認する。 

（兼子委員） 

 アンケートは発達障害の人も対象となっているが知的障害もある人のみか、ない

人も含むか。知的障害がない人は通常学級を卒業後、社会に対応できないことが多

い。それに対する施策が必要になってくる。 

（事務局） 

手帳所持者のみではなくサービス利用者も対象としているので知的障害のない

発達障害の人も含まれていると思われる。 

４ 報告事項 

新型コロナウイルス対策関連について 

   ■会議資料に基づき事務局が説明 

■質疑応答、意見・感想 

（高橋委員） 

 ３６ページ衛生管理体制確保等支援事業は期限があるのか。 

（事務局） 



 今年度末。申請額の合計が予算を超過した場合は、実際に補助される金額が交付

申請額より少なくなることがあり得る。 

（高橋委員） 

 ３５ページの手指消毒剤配布事業は助かったが、使用する容器も配布されるとな

およかった。 

（事務局）当時手を尽くしたが、業者の在庫は切れており製造も追いついていない

状態だった。経験を今後に活かしたい。 

５ 閉会 


